
薬用植物資源研究センターからの資源・情報提供
－薬用作物の国内生産推進に向けて－

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所

薬用植物資源研究センター 河野 徳昭

令和6年度農林水産省 茶・薬用作物等地域特産作物体制強化促進事業
薬用作物の産地化に向けた地域説明会および相談会 2024年9月10日(火)
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（国）医薬基盤・健康・栄養研究所 薬用植物資源研究センター

薬用植物資源研究センターは、北海道、筑波、種子島の３研究部より構成
（研究員数：10名 2024.8.1現在）
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国内唯一の薬用植物に関する総合研究センター
多様な環境の3研究部で2,000種以上、4,000系統以上の

薬用・有用植物を維持保存

北海道研究部（名寄市）
1研究室

筑波研究部（つくば市） 庶務課、2研究室、1プロジェクト

種子島研究部（熊毛郡）
1研究室

国立研究開発法人
医薬基盤・健康・栄養研究所（茨木市）

標本園 薬用植物資源研究棟正門と研究本館

霊長類医科学研究センター（つくば市）

国立健康・栄養研究所（摂津市）
（摂津市、2023年4月1日より）

薬用植物資源保存棟



薬用植物総合情報データベース
（http://mpdb.nibiohn.go.jp）

薬用植物資源研究センター・薬用植物スクリーニングプロジェクト
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気温 平均：16.1゜C 最高：37.1゜C 最低：-7.5゜C 面積：4.6 ha

気温 平均：7.3゜C 最高：35.6゜C 最低：-28.3゜C 面積：8.3 
ha

気温 平均：19.3゜C 最高：32.7゜C 最低：0.5゜C（2023年） 面積： 10.9 ha

北方系植物の保存と広大な圃場を使った優良品種育成研
究

全研究部の中心的役割 薬用植物応用研究 薬用植物スクリーニングプロジェクト

熱帯・亜熱帯植物の保存と栽培技術の研究

特色 北方系薬用植物を中心に、栽培研究と優良品種の育成を推進
アイヌ民族が利用した植物も収集
代表的植物 ダイオウ、ゲンチアナ、カンゾウ、オウギ、モッコウ等

特色 薬用植物資源（種子、生薬標本など）の保存、化学的、生物学的評価、バイオテクノロジーや遺伝
子技術を用いた研究を推進し、センターの中心施設として機能。植物エキスライブラリーの作製と提供も実施
代表的植物 マオウ属、ミシマサイコ、シャクヤク等

特色 南方系薬用植物を中心に、栽培研究と収集・保存を推進
3拠点の中で最も多数の植物種を保有
代表的植物 ニッケイ属、ウコン属、インドジャボク等

国内唯一の薬用植物に関する総合研究センター
多様な環境の3拠点で4,000系統以上の薬用・有用植物を維持・保存し研究資源を提供

北海道研究部（名寄市）

筑波研究部（つくば市）

種子島研究部（熊毛郡）

令和5年度資源提供実績（ライセンス先以外）

植物体等：6,566点 植物エキス：13,624点

インドジャボク
ワシントン条約で国際取引が規制

北里大学東洋医学総合研究所の
要望で種子島保有資源を種苗に国
内生産に成功

カンゾウ収穫機

農研機構と共同開発
2022年製品化決定

薬用植物
「栽培と品質評価」

68品目を出版
（Part13）

人工栽培
（オタネニンジン）

左：組織培養
右：水耕栽培

植物抽出エキス作製

メタノールエキスのDMSO溶液（-20℃保管
）
共同研究および独自のスクリーニング系での活
性成分の単離同定も実施

ハトムギ「北のはと」

2007年品種登録
北海道で産地化に成功

国際情勢（ワシントン条約、生物多様性条約、名古屋議定書、防疫措置強化etc.）
により国外からの種苗の入手は非常に困難

当センターの研究資源提供機関としての重要度は年々高まっている ← 資源供給量の増加と多様性維持の両立が大きな課題

遺伝子鑑別（シャクヤク） 植物エキスライブラリーの応用範囲

研究職員2名、他9名
研究職員6名、他16名

研究職員2名、他11名

ウコン



北海道研究部（北方系）種子島研究部（南方系） 筑波研究部（温帯）
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薬用植物資源研究センターの保有する薬用植物資源（野外）

ダイオウ
部位：根茎
用途：下剤

ゲンチアナ
部位：根、根茎

用途：苦味健胃剤

カノコソウ
部位：根、根茎

用途：鎮静

ビャクダン
部位：心材（白檀）
用途：香料、抗菌

セイロンニッケイ
部位：幹皮

用途：スパイス

インドジャボク
部位：根、根茎
用途：血圧降下

オタネニンジン
部位：根
用途：強壮、強精

シナマオウ
部位：地上茎

用途：鎮咳、抗ウイルス

ボタン
部位：根皮
用途：弛緩、鎮静

セリバオウレン
部位：根茎

用途：抗菌、抗炎症

ウラルカンゾウ
部位：根、スロトン

用途：抗炎症、抗アレルギー

ウコン
部位：根茎

用途：利胆、抗菌



薬用植物スクリーニングセンター
（薬用植物スクリーニングプロジェクト）
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薬用植物総合情報データベース
（http://mpdb.nibiohn.go.jp）

年平均アクセス件数：約10万件

薬用植物資源研究センターの保有する薬用植物資源（室内）

植物組織培養物：300系統以上
熱帯〜亜寒帯薬用植物の保存

遺伝子
（配列情報 & クローン 
& ESTライブラリー）

保存種子
約17,000点 生薬標本

さく葉標本

植物メタノールエキスライブラリー：15,000点以上

保管システム分注システム

各種研究機関（大学、
企業等）への分譲

種子交換業務用種子
2023年度実績

693点

シナニッケイ シャクヤク



薬用植物の植物組織培養バンク
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ウラルカンゾウ(Gu71#31) ショウガ（ZoK2） オタネニンジン(Pg20D1) ホソバオケラ（Al2） コガネバナ（SbT1）

トウキ（AaN8） センキュウ

セリバオウレン（Cj） オケラ（Aj5）ダイオウ（Rp29-3）

ミシマサイコ（BfN07） カイケイジオウ（RehN2）アカヤジオウ（RehA1）

スペインカンゾウ(GgHN1) 

キダチマオウ(Ee19) ハナトリカブト(Acon)

青字：圃場/水耕栽培試験中又は試験終了→日本薬局方に適合する生薬の生産が可能なことを確認（中）

シナマオウ(EsTA5)

シャクヤク(PLKD2)



医薬品の原料を目的とした薬用植物の栽培では、野生植物や在来系統が用いられることが多く、一般農作物
に比べて品種が極めて少ない。しかし、国内栽培を推進するためには、日本薬局方の規格を安定的に満たし、
生産性が高く有用な農業形質をもった品種の開発が不可欠である。北海道研究部ではこれまでに医薬品原
料として生産栽培に適するハトムギ、シャクヤク、カンゾウ、シソの品種を育成・登録し、企業等と品種利用権
のライセンス契約を結んでいる。

シャクヤク薬用品種 「べにしずか」、「夢彩花」

生薬「シャクヤク」

利用部位：根

効能

●鎮静、鎮痙、鎮痛、抗炎症

利用

●漢方処方の約30%に処方

「べにしずか」 2015年品種登録
生産者団体とライセンス契約、実
生産、収穫物を3社へ出荷

「夢彩花」 2021年品種登録
企業とライセンス契約
秋田県で実生産開始

カンゾウ薬用品種 「Glu-0010」

生薬「カンゾウ」

利用部位：根、ストロン

効能

●去痰、鎮咳、抗炎症

利用

●漢方処方の約70%に処方

●食品添加物：甘味原料

「Glu-0010」 2017年品種登録
医薬品メーカーおよび食品メーカーとライ
センス契約、生産者圃場で試験栽培中

シソ薬用品種「per-001」

生薬「ソヨウ」

効能

●鎮咳、鎮静

利用

●漢方薬原料

利用部位：葉 「per-001」 2020年品種登録
ペリルアルデヒド含量は0.3％（日局規
格 0.07%以上）、抗うつ作用を有す
るロスマリン酸を多く含む(2％<)

クラシエ製薬(株)と共同開発グリチルリチン酸 高含量品種(3%＜)
を北海道医療大学と共同開発

ペオニフロリンが高含量 収量性が高い

ハトムギ薬用品種 「北のはと」

「北のはと」2007年品種登録
企業とライセンス契約

利用部位：種皮を除いた種子

生薬「ヨクイニン」

効能

●利尿、消炎、鎮痛、イボ取り、抗肌荒れ

利用

●漢方薬原料、化粧品原料、食用

寒冷地でも栽培可能

国内栽培化の問題点：
従来の系統ではグリチルリチン酸含量が
日局規格2％を安定的に満たさない
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薬用新品種の育成と産地の育成



植物バイオテクノロジーを活用した生薬「甘草」の生産
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水耕甘草地上部の挿し木による増殖

種子 水耕栽培

圃場栽培 圃場栽培

甘草（ハイブリッド栽培）

甘草（水耕）

2年以内の栽培で、第十八改正日本薬
局方の規格を満たす甘草の生産が可能

10 cm

甘草（培養苗）

頂芽/茎

培養苗

水耕栽培

水耕-圃場ハイブリッド栽培培養苗の圃場栽培

植物組織培養に
よるクローン増殖



薬用植物栽培技術に関する各種マニュアルの作成と発行
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薬用植物資源研究センターHP（農水省委託プロジェクト2016〜2020）

http://wwwts9.nibiohn.go.jp/publication.html

農研機構HP （農水省委託プロジェクト2015〜2019）
https://www.naro.go.jp/project/research_activities/Medicinal
_crops_20200312.pdf

（一）全国農業改良普及支援協会HP（2017〜）
https://www.jadea.org/houkokusho/yakuyou/yakuyosakumotusaibai_tebiki.htm

薬用植物 栽培と品質評価（薬用植物栽培指針）
Part 1（1992年）〜Part 13（2019：最新版）（薬事日報社）

合計68種類の生薬の栽培・調製法・品質評価法を収載
現在、Part 14の出版を準備中
国内で使用される生薬は約300品目
新たな品目に加え既存品目の改正に向け、
新しい栽培技術の開発を実施中



原料生薬の安定確保に向けた国内栽培の推進〜課題と取組〜
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薬用植物資源研究センター（薬植セ）は、上記課題解決に向けて以下の2つのAMED課題を主導した
「薬用植物種苗供給実装化を指向した開発研究」（2018〜2022）
「薬用植物の国産化・品質向上に向けた栽培技術の開発」（2018〜2022）
「持続可能な薬用植物の生産基盤技術開発及び産地形成に関する研究」（2023〜2027）

生薬の国内生産の流れ

種苗の増殖・供給
生産・販売

種苗の確保
優良種苗育成

保存・提供

栽培・管理
機械化、肥料、除草、病害虫対

策、農薬の適正使用

収穫・加工調製
機械化

生薬原料
医薬品

食品・化粧品

原料生薬の国内栽培推進が直面している課題

1）種苗の確保 優良品種がほとんどなく、種苗の供給体制が未整備
2）栽培技術者・指導者の育成 篤農家の高齢化が急速に進んでいる
3）生産の効率化・継続性 技術基盤（機械化、農薬の適正使用等）が乏しい

AMED研究1

AMED研究2

薬産協など

企業・大学・公的研
究機関等と協働

薬用植物を維持管理する上での課題

1）種類が多い（国内で使用される生薬の品目数は約300）
2）原産地・生育環境（熱帯、亜熱帯、温帯、亜寒帯など）が多様
3）生活型（草本、木本など）、生育年数（1年生〜多年生）が多様
4）1植物種内でも産地、環境により含有成分が異なることが多い

薬用植物の維持管理には、危険分散のため、複数箇所、複数手法（圃場・
温室での保存栽培、種子の保存、培養体での保存等）での管理が必須

薬用作物産地支援協議会（薬産協：全国
農業改良普及支援協会と日本漢方生薬製剤
協会により2016年2月設立）は、農水省補
助事業を活用し、生産者と実需者（製薬企
業等）のマッチング、栽培指導者向け栽培技
術研修会の開催等を実施中

日本, 

10.3%

中国, 82.7%

その他, 

7.0%

生薬生産国割合（2020）

自給率約
10%

2023年度より新規AMED課題が進行中
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薬用植物（作物）栽培・生薬生産における課題（主に資源）

種子・種苗 栽培 収穫 加工調製 生薬（漢方薬）

資源調達 栽培地 収穫 高品質化 品質・安全性
優良系統 栽培技術 機械化 省力化 日本薬局方規格

農薬・除草 性状・成分
企業社内規格

＊薬用植物（作物）の種苗・種子はどこで入手できるのか？
＊どこにも売っていない
＊野生品はばらつきが大きい ⇒品質の安定性確保が難しい
＊品種化されているものは稀

中国では薬用植物種苗商があり、種苗・種子が販売されている
では、日本では？



中国安徽省亳州市内の薬草の種苗商 ©Dr. Nobuo KAWAHARA
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日本では薬用作物の種苗は一般にはほとんど流通していない
園芸店、ホームセンターでは売られていない

薬用植物の種子・種苗の流通実態
・企業が要望する品目の契約栽培がほとんど

契約栽培：種子・種苗は企業から供給される

・生産物（生薬）に対して厳格な規格が存在
日本薬局方規格（成分、形状等）、企業社内規格 等

由来（植物種）の確かな、品質の高い種苗を用いることが肝心
しかし

薬用植物（作物）生産に新規参入したい場合、試作したい場合
種子・種苗が入手できない

薬用植物（作物）栽培・生薬生産における課題（主に資源）
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薬用植物資源研究センターから提供可能な薬用植物資源

苗・たね芋種子

培養物・馴化物
（優良クローン、ウィルスフリー苗など）

登録品種・特許株
（契約締結が必要）

由来（植物種、来歴）の確かな、種子・種苗の分譲（小規模、主に試作用）を行っています



1

1

15

薬用植物資源の分譲について（実際に想定される流れ）

生産者⇒センター
商業栽培化の報告

小規模試作 栽培規模拡大（試作） 生産（商業）栽培

新規ご相談（薬産協へ） 収穫物・生薬の評価
栽培地・品目等決定 生産量・品質OK

分譲申し込み 商業栽培に向けた検討
栽培法追加検討

試作物・生薬の評価
試作OK

栽培法追加検討
センター⇒生産者

小規模試作用 栽培規模拡大・商業栽培用種苗
種子・苗の分譲
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ご相談は薬産協「相談窓口」へお願いします
はじめに、植物種、栽培地、栽培規模、栽培計画等につ
いて薬産協で打合せをお願いします。

薬用植物資源の分譲について（ご協力のお願い）

当センターの種子・種苗は、薬用植物資源を国民の皆様の健康の増進にさらに
役立てるために、保有している貴重な研究資源です。

＊所内規定（生物資源の分譲等に関する規定）に基づき、所定の手続き（分
譲依頼書・同意書等の提出）が必要となります。

＊原則として提供した種子・種苗の第三者への再分譲は禁止です。
ただし、国内栽培振興の取組で、種子・種苗を試験栽培等による増殖を経て、

生産者等へ再分譲を希望される場合は、センターにご相談ください。
＊目的外の使用は禁止いたします。
＊種子・種苗は貴重な研究資源ですので、提供量には限りがあることについてご
理解をお願いいたします。

＊限られた施設、限られた職員数の中、多様性をもった多くの薬用植物資源を維
持管理保存する業務で生じた余剰分からの分譲です。

＊一度に大量の種苗を提供することはできません（機会均等）。
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薬用植物資源の分譲について（分譲規定・手数料）

生物資源 分譲手数料（送料込み：但し場合により着払い）

薬用植物（種子） 5,000円／種（10 g以下）

薬用植物（苗） 5,000円／種（10本以下） 種いも、苗木を含む

薬用植物（植物体） 5,000円／本

薬用植物（組織培養物）
アカデミック・非営利団体：16,000円／単位，企業等営利団体：32,000円／単位
培養物（試験管）3本1単位。生育補償：初回送付から半年以内で1回まで。

 培養条件、培養方法等の基本的情報を提供。

薬用植物（培養物馴化苗）
アカデミック・非営利団体：16,000円／単位，企業等営利団体：32,000円／単位

 圃場定植用馴化苗3株1単位。生育補償：初回送付から半年以内1回まで。
 栽培方法等の基本的情報を提供。

＊品種登録株、特許株は共同研究契約等、契約締結を基本とします。



薬用植物等分譲依頼書・同意書
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様式第３ 

薬用植物等分譲依頼書・同意書 

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所  

薬用植物資源研究センター 御中  

  

下記の資源の分譲を依頼します。  

申込日   年  月  日      （受付日   年  月  日）  

依頼者氏名               

機関住所  〒          

                                  

                                  

機関名             研究室名              

電話               Fax                   

E-mail               

  

分譲希望資源名  

薬用植物等の名称 提供形態（注 1） 数量（注 2） 

   

   

   

   

   

   

   

  

使用目的（注３）                                 

  

（注１）提供形態の欄には、希望する提供形態について、種子・苗（種いも・苗木を含む）・植物体・組

織培養物・培養物馴化苗又は生薬のいずれかを記入してください。  

（注２）数量の欄には、単位を記入してください。 

生物資源 単位 

種子 グラム 

苗 本 

植物体 本 

組織培養物 

培養物馴化苗 
単位 

生薬 グラム 

（注３）使用目的の欄には、試験研究用・教育用・試薬用のいずれかを記入して下さい。試験研究用の

場合には、研究目的を明示してください。  

 

【同意事項】  

依頼者は、国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所（以下「研究所」という。）から上記資源の分譲を

受けるに当たり、以下の事項に同意する。  

 

１．依頼者は、分譲された資源（当該資源を用いて依頼者が自ら栽培・増殖・抽出したものを含む。以下同

じ。）を上記の使用目的にのみ使用することとし、当該目的以外で使用しようとするときは、あらかじめ

研究所へ報告すること。  

２．依頼者は、1 で定める使用目的に基づき、分譲された資源を栽培する場合には、国内でのみ栽培するもの

とし、研究所からあらかじめ承認を受けた場合を除き、海外に持ち出さないこと。  

３．依頼者は、分譲された資源を第三者に再分譲しないこと（ただし、公定書に規定された試薬として使用

する場合及びあらかじめ研究所の承認を受けた場合を除く。）。  

４．依頼者は、分譲された資源の作製者の権利を尊重するものとし、作製者が定める使用上の制限がある場

合は、これを遵守すること。  

５．分譲された資源に係る知的財産権の取扱いについては、研究所及び関係当事者の間で解決を図るものと

すること。  

６．依頼者は、関連する法令及びガイドラインを遵守すること。  

７．依頼者は、分譲された資源を研究倫理に反する実験に使用しないこと。  

８．依頼者は、分譲された資源の使用により損害を生じても、研究所の責任を問わないこと。ただし、研究

所に故意又は重大な過失があるときはこの限りではない。  

９．分譲された資源を用いた研究による成果を発表する場合は、その発表論文に当該資源の名称及び資源番

号並びに研究所の薬用植物資源研究センターを通じて入手したことを明記するとともに、当該論文の別

刷り 1 部を研究所に送付すること（ただし、公定書に規定された試薬として使用する場合を除く。）。  

10．上記のほか、研究成果を発表する場合に遵守すべき事項を研究所が別に定めたときは、依頼者はこれを

遵守すること。  

11．分譲資源を研究所から依頼者に輸送するために必要な費用は、特別な場合を除き研究所の負担とする。  

12．分譲された資源について、研究所がサンプルの提供を求めたときは、依頼者は、研究所の求めに応じて

無償で提供すること。  

13．依頼者は、上記の同意事項に違反して研究所に損害を生じたときは、研究所からの請求に基づき、その

損害を賠償すること。  

 

  

 送付先（FAX、郵送又はメール）   

〒305-0843 茨城県つくば市八幡台１－２  

国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 

薬用植物資源研究センター  

TEL: 029-838-0571    FAX: 029-838-0575  

E-mail: rcmpr@nibiohn.go.jp  

 

依頼者署名： 



薬用植物総合情報データベースのご紹介
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• 厚生労働科学研究費の支援により薬用植物総合情報データベースを構築し
平成25年度より一般公開を開始

• 現在もデータ、カテゴリー及び機能等を追加・更新中

http://mpdb.nibiohn.go.jp



薬用植物総合データベース検索画面

総合、生薬、植物、化合物、モデル試料 多彩な検索機能

総合検索

英語版

生薬検索

化合物検索

構造式で検索

フリーワード検索

生薬名等キーワードで検索
化合物名等キーワード検索

複合検索
複合検索

五十音順表示 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ順表示
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薬用植物総合情報データベース：シャクヤク（植物）の例
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写真ライブラリー

栽培情報
栽培指針のテキストデータを収載



薬用植物総合情報データベース：シャクヤク（植物）の例
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（北海道）

シャクヤクの栽培暦（北海道）



薬用植物総合情報データベース：シャクヤク（生薬）の例
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日本薬局方確認試験法（TLC）

成分（化合物）
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おわりに

薬用植物資源研究センターでは、由来の確かな、
高品質薬用植物資源の維持、栽培、普及に関する

研究開発を通じ、漢方薬・生薬原料植物、
有用植物の国内生産の推進に貢献します。

ご清聴いただき、ありがとうございました

クルクマン サイコちゃん
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